
 
 

令和６年９月１９日 

国土交通省関東地方整備局 

常陸河川国道事務所 

守谷市 

 

（仮称）守谷 SA スマートインターチェンジ 

  ～連結許可書の伝達式を開催します～ 

 

 

 国土交通大臣から常磐自動車道と（上り）市道守谷スマート IC アクセス道路１号線及び

（下り）市道守谷スマート IC アクセス道路３号線との連結が許可されました。 

 このたび、常陸河川国道事務所長から守谷市長へ「（仮称）守谷 SA スマートインター 

チェンジ連結許可書」の伝達を下記のとおり行いますので、お知らせいたします。 

 

 【日 時】 令和６年９月２６日（木） １６時００分～ 

【場 所】 守谷市役所３階 庁議室 

      （茨城県守谷市大柏９５０番地の１） 

【出席者】 守谷市長、常陸河川国道事務所長、茨城県高速道路対策室長 

 

「連結許可書の伝達式」への取材を希望される方、及びスマートインターチェンジに関する 

ことにつきましては、以下問い合わせ先までご連絡をお願いします。 

 

＜発表記者クラブ＞ 竹芝記者クラブ、神奈川建設記者会、茨城県政記者クラブ、取手記者クラブ 

＜連結許可書の伝達式に関する問い合わせ先＞ 

国土交通省 関東地方整備局 常陸河川国道事務所 

電話：０２９－２４０－４０６１（代表） メールアドレス：ktr-hitachikouhou@mlit.go.jp 

副所長（道路）石﨑（いしざき）（内線：２０５） 

計画課長   鈴木（すずき） （内線：２６１） 

 

<スマートインターチェンジ事業に関する問い合わせ> 

守谷市 都市整備部 

電話：０２９７－４５－１１１１（代表） メールアドレス：kensetsu@city.moriya.ibaraki.jp 

建設課長 奥野（おくの） （内線：２５１） 
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守谷SA
スマートIC
（仮称）

柏IC

谷和原IC

至水戸

至東京 16

常総広域
地域交流センター

常総運動公園

（仮称）守谷市総合公園

ヤクルトスワローズ
二軍施設予定地

■常磐自動車道 守谷SAスマートIC （仮称）

路 線 名 ： 常磐自動車道

（柏IC～谷和原IC間）

設置場所 ： 茨城県守谷市

接続形式 ： SA・PA接続型

形 式 ： 全方向 （４/４）

運用形態 ： 全車種 ２４時間

＜概 要＞

＜位置図＞

も り や

もり や

かしわ や わ ら

・守谷SAスマートIC （仮称）の整備により、常総運動公園までの所要時間が東京方面
（柏IC）から6分短縮し、利用者のアクセス性・利便性が向上する。
・守谷SA周辺では、（仮称）守谷市総合公園や、ヤクルトスワローズ二軍施設の移転が
計画されており、更なる集客が期待される。

スマートインターチェンジ新規事業化箇所の整備効果

整備効果 観光施設へのアクセス性・利便性向上

資料１

至：福島県

至：埼玉県

守谷ＳＡスマートIC （仮称）

柏ＩＣ

谷和原ＩＣ

守谷
市役所

野田市

流山市
柏市

つくばみらい市

守谷市

常総カントリー倶楽部

森永乳業利根工場

内守谷工業団地

総合守谷第一病院

四季の里公園

常総運動公園

アサヒビール茨城工場

㈱明治守谷工場

ばんどう

ながれやま

もりや

じょうそう

取手市

3.5km

4.8km

8.3km

：工場・工業団地

：観光拠点等

：医療施設

：主要渋滞箇所

：市役所

出典：国土地理院

E６

茨城県

E６

出典：国土地理院
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（分）

東京方面（柏IC）〜
常総運動公園

整備前：
整備後：

※所要時間：令和３年度全国道路・街路交通情勢調査旅行速度より算出。

①本球場：13,750㎡
②サブグラウンド： 13,250㎡
③室内練習場： 5,900㎡
④選手寮・クラブハウス：4,150㎡

ヤクルト二軍
施設ゾーン

守谷市総合公園20.8ha
ヤクルト二軍施設
進出予定地

③(仮称)守谷市総合公園計画

整備効果 地域産業の活性化
・守谷SAスマートIC （仮称）の整備により、「アサヒビール㈱茨城工場」や「㈱明治守谷
工場」から東京方面への所要時間が短縮し、地域産業拠点における輸送業務の効率
化による生産性向上が期待される。
・周辺の土地区画整理事業計画と併せ、産業の活性化を先導的に図るための企業誘
致及び新たな産業の創出に向けた土地利用を推進する。

※所要時間：令和３年度全国道路・
街路交通情勢調査旅行速度より算出。
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アサヒビール㈱茨城工場
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㈱明治守谷工場～東京方面

（柏IC）（分）

アサヒビール㈱
茨城工場 ヒアリング
原料入荷や製品搬送時に混
雑している市街地を通過するた
め、スマートICの整備に期待して
います。

㈱明治守谷工場
ヒアリング
物流車は200台/日程度で高
速道路等を利用し、関東全域に
入荷・製品の搬送をしているの
で、スマートICの整備に期待して
います。

整備前：

工業専用地域：

整備後：

DID地区(R2)：

大規模商業施設

守谷サービスエリア周辺複合産
業拠点（製造業・物流）

面積：60ha

①守谷ＳＡＳＩＣ周辺
土地区画整理事業（仮称）

守谷SAスマートIC（仮称）
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広域的検討

概略検討

詳細検討

整備計画決定 （国）

連結許可 （国→地方自治体）
新規事業化（国）

国による整備補助
（機構への補助）

地区協議会の開催 （国・会社・地方自治体）

実施計画書の策定・提出 （地方自治体→国・機構・会社）

開 通

国による準備段階調査
（直轄調査）

地方自治体での検討
（地整、会社で適宜応相談）

・ＩＣの必要性
・周辺道路の現況・整備方針の確認 等

・ＩＣの社会便益及び利用交通量
・ＩＣの位置・構造
・周辺道路の整備計画 等

・ＩＣ及び周辺施設の詳細設計
・整備費用及び負担区分
・管理・運営方法 等

準
備
会

地
区
協
議
会

（
事
業
実
施
）

地
方
で
の
計
画
検
討
・
調
整

ＩＣの必要性等の確認

（参考）スマートインターチェンジの検討・整備について

○ スマートＩＣの準備段階（地方での計画検討・調整段階）において、国として必要性が確認できる箇所等について、
箇所を選定し、国が調査（直轄調査）を実施（準備段階調査）。
○ 準備段階調査における準備会での検討や調整が整い、関係機関で構成される地区協議会で決定された実施計画
書が提出された箇所につき新規事業化。

資料２
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